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社会に対してできるのかを考え、実行できるようになれるくらい、自分自身に価値があると感じら
れるくらい圧倒的成⻑したい、強くなりたい。 
システムエンジニア 
華やかな人生を送ることです。きらきら笑顔いっぱいの女性になることです。誰から見ても幸せそ
うな、家庭を築くことです。 
具体的な夢はないかもしれない。今は就職先で精一杯がんばりたい。あまり積極的・意欲的な人間
ではないが、何かしらの楽しみをもち、生き生きとした人生を送りたい。 
現在はデータサイエンスに興味をもっていて、それを活かせる職に就きたいなとなんとなく思って
います。 
後悔のないように、探究したいことを探究し尽くす。自分の中にある「なぜ？」「どうして？」を
解消しつつ、解消することで生まれるメリットを社会貢献につなげたい。誰もが「思ったよりも割
と生きやすい」「案外自分良いかも」と思える社会を作りたい。迷惑かけずにぽっくり最期を迎え
たい 
今は学修生活以外にある私募ファンドのマネージャーを務めているので、教育学に関心があるのは
確かなことだが、キャリアに心配して、今後は金融業界に進行するかもしれない。いずれ自分の私
募ファンドを作りたいと思う。 
困っている人の支えになれるお仕事がしたい。誰かに笑顔を届けられたらいいなと思っている。 
私は将来は人の役に立てる人間になりたいです。これまでたくさんの人にお世話になってきたの
で、その恩返しのために今度は私が人の役に立ちたいです。具体的には、人が人生の岐路に立った
時、例えば転職や就職など、その人の人生が最も良くなるよう、本人が最も納得し幸せだと感じれ
る道に導きたいです。そして、他の誰でもできることではなく私にしかできない価値を提供できる
ような人材になりたいです。 
障害のある方やその家族・周囲の人たちが安心して暮らせる社会の実現に関わりたいです。 

卒論を生かして日本の英語教育をより良くしていきたい 
大学院に進み研究するなかで、どうしてもこれがやりたいという強い興味を抱けるトピックがあれ
ば大学教員を目指したいが、そうでなければ⺠間の研究員になりたい。 
地方教育行政に携わりたいと考えています。 
実際の進路は必ずしも教育分野に直接関わるものではありませんが、キャリアを積んで将来的には
GIGA スクール構想の推進をはじめ地方教育行政に関する業務を担いたいと考えています。 
地方公務員として仙台市の発展に貢献したいです。 
中学校の教員です。留年にすることになり、多くの人に迷惑をかけてしまいましたが、その分意義
のある一年にして、教員としての知識、資質を高めていきたいです 
普通の家庭を築いて普通に幸せに生きること。 
夢とは少し離れますが、悩みやつらいことがあってもなんとか生きていられる社会になってほしい
と思います。そのために、苦しいときに頼れる場所を作りたいです。 
抽象的ですが、大きな夢としては、どの職業に就くかにかかわらず、自分の経験や知識を生かして
人の役に立てる存在になりたいと考えています。もう少し具体的には、研究者として、既存の研究
を発展させたり組み合わせたりしながら、新たな知見を生み出す存在になりたいという夢がありま
す。これまで様々な教育学部の講義を受けて、既知の事実を学ぶだけというよりも、それらを踏ま
えて新たな仮説を立てて検証し成果を得る過程が楽しくもっと続けたいと思うようになりました。
将来は、そのようにして得られた研究成果を、実際の教育現場や社会に役立てられる研究者を目指
したいです。 
笑って死ねれば 

Bon voyage! 
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研究の目的と方法 

① 研究の目的：本研究は、2011 年の東日本大震災により大きな被害を受けた都市として

の仙台市における「災害文化」に着目し、当該地域における「災害文化」に関する調

査を通して、多分野・多国籍・多文化・多宗教などの立場から予測不可能な時代にお

ける「災害文化」の意味共有し、その定義を総合的に構築し、多元的な学びから「災

害文化」の在り方と意味を明らかにすることを目的とする。 

② 研究方法：本研究では、仙台市における「災害文化」の在り方と意味を豊かにするた

めに、教育学、建築学、環境科学、宗教学・民俗学、社会学、多文化共生学などの分

野の専門家や自治体および国際機関の実務家との対話（ヒアリング）を通して、災害

文化に対する多様な学問分野による解釈や説明を総合的に整理した。また、ユネスコ

との共催のアジア太平洋地域における災害文化の共有に関するオンラインワークショ

ップを通して、「災害文化」の共通性と多様性を理解し、学者と実務者が協力しながら

学際的・国際的な「災害文化」の在り方と意味の構築を行った。 
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研究経過 

本研究は、以下とおり、準備段階、展開段階および発信段階に分けられる。 

① 2025 年 6 月－12 月：準備段階 

本研究室に所属している大学院生と共に、CiNii と J-Stage のデータベースを基にこれま

での「災害文化」に関する文献調査を行い、「災害文化」に関する定義や議論などを整理

し、「災害文化」の全体像を可視化した。また専門家や実務家との学際的な・国際的なヒア

リングのため、聞き取り調査の質問票などを検討した。 

② 2026 年 1 月－2 月：展開段階 

教育学、建築学、環境科学、宗教学・民俗学、社会学、多文化共生学などの立場から、

「災害文化」の意味およびあり方について同研究チームの学際的な専門家との意見交換を

行った。また、東松島市の防災取り組みに関わる関係者との対話も実施した。 

③ 2026 年 3 月：発信段階 

研究結果をまとめた論文を執筆し、2026 年 3 月開催予定の本学グリーン未来創造機構、

ユネスコバンコク事務所との共催の災害文化に関する国際ワークショップにて研究成果

を発表した。また、研究科紀要や国際学術誌（Discover Sustainability）などに和文・英

文の論文を投稿するとともに、本研究の代表者が編集者を努めている『Sustainability and 

Interdisciplinarity』書籍シリーズ（Springer 社）に「災害文化」に関する書籍の企画お

よび出版準備を行っている。 

 

研究成果 

① 災害文化における分析枠組み；CiNii と J-Stage のデータベースにて、「災害文化」とい

う表現が含まれるタイトルの論文から、「災害文化」が固定的ではなく、更新され続け

る「生きた文化」として存在していることが分かった。また、この文化は認識文化、

行動文化、生活文化および継承文化という四つのステージで循環的に再生されること

も言える。 

② また、研究チームの学際的な立場の研究者による「災害文化」の定義は以下通り、統

合したことができた。災害文化とは、災害を不可避の社会的現実として認識し、多様

な人々が不確実な状況の中で相互に支え合い、判断し、再建していくために形成され

る文化的体系である。それは、防災技術にとどまらず、信頼やネットワークといった

関係性、共感や当事者性、文化的謙虚さといった倫理的態度、組織的対応力、そして

記憶の継承を含む。災害文化は、社会の脆弱性と特権構造を問い直しながら、共生と

レジリエンスを支える学際的・実践的な文化である。 

 

今後の課題 

本研究では、先行研究と学際的な研究者チームの意見交換を通して、建築・歴史・宗教

仙台における「災害文化」の再構築 ―学際的な・国際的な「知」の共有を中心に― 

－3－ 

学・多文化共生教育・国際教育・非営利組織論・市民社会論などの横断的に「災害文化」

の定義が統合された。しかし、災害文化を大学で教育する際の課題は、防災技術やマニュ

アル中心の知識伝達に偏り、関係性や倫理、批判的判断力といった文化的側面が十分扱わ

れにくい点にある。また、学際連携の制度的困難や学生の関心低下、フィールドワークの

時間・資源不足も障壁となる。さらに、マジョリティ前提の視点を相対化し、多文化社会

における共生的態度を育む教育設計の難しさも大きな課題である。 

 

謝辞 

(1）調査にご協力いただいた東北大学の関係者や訪問された東松島市の関係者に感謝申

し上げる。  

（2）本稿は「東北大学大学院教育学研究科先端教育研究実践センター2025 年度プロジ

ェクト研究助成」を受け実施した研究成果の一部である。研究を支援していただいた東北

大学大学院教育学研究科先端教育研究実践センターに感謝申し上げる。 

- 18 -



先端教育研究実践センター年報 第 26 号 

－2－ 

研究経過 

本研究は、以下とおり、準備段階、展開段階および発信段階に分けられる。 

① 2025 年 6 月－12 月：準備段階 

本研究室に所属している大学院生と共に、CiNii と J-Stage のデータベースを基にこれま

での「災害文化」に関する文献調査を行い、「災害文化」に関する定義や議論などを整理

し、「災害文化」の全体像を可視化した。また専門家や実務家との学際的な・国際的なヒア

リングのため、聞き取り調査の質問票などを検討した。 

② 2026 年 1 月－2 月：展開段階 

教育学、建築学、環境科学、宗教学・民俗学、社会学、多文化共生学などの立場から、

「災害文化」の意味およびあり方について同研究チームの学際的な専門家との意見交換を

行った。また、東松島市の防災取り組みに関わる関係者との対話も実施した。 

③ 2026 年 3 月：発信段階 

研究結果をまとめた論文を執筆し、2026 年 3 月開催予定の本学グリーン未来創造機構、

ユネスコバンコク事務所との共催の災害文化に関する国際ワークショップにて研究成果

を発表した。また、研究科紀要や国際学術誌（Discover Sustainability）などに和文・英

文の論文を投稿するとともに、本研究の代表者が編集者を努めている『Sustainability and 

Interdisciplinarity』書籍シリーズ（Springer 社）に「災害文化」に関する書籍の企画お

よび出版準備を行っている。 

 

研究成果 

① 災害文化における分析枠組み；CiNii と J-Stage のデータベースにて、「災害文化」とい

う表現が含まれるタイトルの論文から、「災害文化」が固定的ではなく、更新され続け

る「生きた文化」として存在していることが分かった。また、この文化は認識文化、

行動文化、生活文化および継承文化という四つのステージで循環的に再生されること

も言える。 

② また、研究チームの学際的な立場の研究者による「災害文化」の定義は以下通り、統

合したことができた。災害文化とは、災害を不可避の社会的現実として認識し、多様

な人々が不確実な状況の中で相互に支え合い、判断し、再建していくために形成され

る文化的体系である。それは、防災技術にとどまらず、信頼やネットワークといった

関係性、共感や当事者性、文化的謙虚さといった倫理的態度、組織的対応力、そして

記憶の継承を含む。災害文化は、社会の脆弱性と特権構造を問い直しながら、共生と

レジリエンスを支える学際的・実践的な文化である。 

 

今後の課題 

本研究では、先行研究と学際的な研究者チームの意見交換を通して、建築・歴史・宗教

仙台における「災害文化」の再構築 ―学際的な・国際的な「知」の共有を中心に― 

－3－ 

学・多文化共生教育・国際教育・非営利組織論・市民社会論などの横断的に「災害文化」

の定義が統合された。しかし、災害文化を大学で教育する際の課題は、防災技術やマニュ

アル中心の知識伝達に偏り、関係性や倫理、批判的判断力といった文化的側面が十分扱わ

れにくい点にある。また、学際連携の制度的困難や学生の関心低下、フィールドワークの

時間・資源不足も障壁となる。さらに、マジョリティ前提の視点を相対化し、多文化社会

における共生的態度を育む教育設計の難しさも大きな課題である。 

 

謝辞 

(1）調査にご協力いただいた東北大学の関係者や訪問された東松島市の関係者に感謝申

し上げる。  

（2）本稿は「東北大学大学院教育学研究科先端教育研究実践センター2025 年度プロジ

ェクト研究助成」を受け実施した研究成果の一部である。研究を支援していただいた東北

大学大学院教育学研究科先端教育研究実践センターに感謝申し上げる。 

- 19 -


